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コンソーシアム名：大間埼灯台利活用コンソーシアム
対象灯台：大間埼灯台（青森県大間町）

本州最北端リブランディング事業

調 査 検 証
コ ー ス



調査検証報告
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大間埼灯台（青森県大間町）

本州最北端リブランディング事業

コンソーシアム名 大間埼灯台利活用コンソーシアム

調査検証を構想した背景

■白黒模様が象徴的な大間埼灯台は、景勝地・大間崎のシンボルとなってるが、
「風景として楽しむ」という限られた活用しかされていない。

■漁業者以外の一般の町民と灯台の接点はなく、大間町のシンボル的な建築物
であると認識していても、その歴史や価値、社会的な重要性などについて知る
機会がない。

■大間崎の沖合にある弁天島に立地しているため、船でしか行けないというハ
ンディを逆手に取った活用法を見出したい。

1.調査・検証概要

＜関係者のWSを踏まえて、事業計画書を軌道修正＞
大間埼灯台は、大間崎からさらに北に立地する弁天島にあることを利用
「本州最北端の地」大間崎とともに、大間埼灯台のある「本州最北端の島」としてPRして、話題性と相乗効果を狙う

①「本州最北端の島」に到達したい
②「本州最北端の島グッズ（灯台に絡むもの）」が欲しい
③「本州最北端の地」に加えて「本州最北端の島」もあるなら、大間崎にもう１度行ってみたい

2.調査検証の目標～明らかにしたい仮説
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構成団体 一般社団法人海と大間の未来つくり隊、Yプロジェクト株式会社、

釣り船 青龍丸（合同会社ARAYA）



本州最北端リブランディング事業

基礎データ、設置された経緯、関係者インタビュー
01survey

大間埼灯台の基礎調査

survey 05
突端フェスの試験実施による収益事業化検証
・キャンペーンの皮切りとして、9月15日に開催
・和太鼓演奏や吹奏楽部の演奏、大間小唄の流し踊り、マグロ漁師デュオの海歌ほか
・同時開催：灯台クルーズ、灯台グッズの販売、フード提供(連携店9店、大間牛串焼き)

レストハウスでの灯台関連資料の展示
・来場者：約300人

survey 04
灯台グッズの開発と商品化検証販売
・グッズ開発：3種類

しろくろ灯台サイダー、灯台缶バッジ、しろくろTシャツ→しろくろタオル
・キャンペーン期間：9月14日～10月31日に設定

協力事業者の店舗、関連イベント、事務局通販サイトにて、テスト販売を実施
灯台とシンクロ写真のSNS拡散

survey 03 ・大間崎で受付⇒徒歩10分の漁港(カラスの間）発着
徒歩移動を入れて、約1時間のクルージングプログラムを開発

・連携漁業者2～3隻を開拓
・モニター(対象：ジオパークガイドの会)⇒2クルーズ実施

本実施(9月14日～16日、大間崎での集客)：4クルーズ実施

survey 02
連携や事業化の可能性調査
・関係者でのワークショップ⇒2回実施

メンバー：大間崎事業者、漁業関係者、遊漁船事業者、大間町、サコダデザイン㈱
・1回目(検証事業前)：事業規模や実施体制、連携やサポートの可能性について検討
・2回目(検証事業後)：事業化に向けた課題整理と事業化スケジュールの検討

写真

写真
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３.調査・検証方法

灯台ウォッチングクルーズの開発と収益事業化検証



本州最北端リブランディング事業

5

４.調査検証の成果（対象灯台の基礎データ等）

灯台写真

おおまさき

大間埼灯台

大間町周辺の海は、夏は濃霧を生じ冬は西風が強く、猛吹雪・大
暴風雨となる。大間崎から北に600ｍの弁天島沖は、太平洋と日本
海との唯一の通路である津軽海峡のほぼ中間にあり多くの船舶が
通航するが、とりわけ潮流が激しく暗礁が散在するため、島に乗
り上げる事故が多発。江戸時代にも外国の商船がよく沈没する危
険地帯であった。海難事故を未然に防ぐため、大正9年(1920年)、
弁天島で建設工事に着手、翌10年に初点灯。

大正10年（1921年）11月1日初点灯

25m 灯台の高さ

36m 灯りの高さ

群閃白光 毎18秒に3閃光灯質

約22km 光達距離

LED灯器レンズ

コンクリート造構造

白地に黒横帯２本搭形形状

不明設計者

設置された経緯

写真写真

関係者インタビュー（抜粋）

写真
海保OB

大間埼灯台勤務
経験者

中川隆司さん

写真

大間埼、尻屋埼、むつの事務所を1週間ごとに
回る勤務で、ここが初任地。弁天島では雨水
を溜めて使っていたが、水不足になると1週間
も風呂なし。ゲンベイ礁灯標の点検時は、用
弁者の菊池政二さんの船から飛び移る、危険
な作業。青森海保勤務時代に点灯100周年を迎
え、率先して弁天島の草刈りした姿が写真に。

祖父は1958年から灯台が無人化するまでの
1991年まで、「用弁者」として灯台守たちの
離島暮らしを支えてきた。だから葬式には世
話になった当時の職員さんたちが大勢来てく
れた。人命救助にあたることもあり、感謝状
が山のようにある。海保⾧官が視察に訪れた
時は、自分が弁天島まで乗せていった。

灯台守「用弁者」
菊池政二さん孫

菊池武一さん

基 礎
デ ー タ



国際海峡の安全を守り続ける
白黒と赤が、最強バディ

大間埼灯台のストーリー

鳥の目で見た弁天島と大間埼灯台 6

江戸時代には、外国の商船がよく沈没した青森県大間沖。
弁天島周辺は、とりわけ潮流が激しく暗礁が点在する危険地帯です。

海の安全を弁天様に祈るしかなかったこの島に
大間埼灯台が誕生したのは、大正10年のこと。

以来、対岸の北海道までわずか17.5キロという、
過密な国際海峡の安全を、灯台と守護神のバディで守ってきました。

過酷な離島暮らしを耐えてきた灯台守たちと、
それを支えてきた漁民との二人三脚のドラマもありました。



本州最北端リブランディング事業

・昭和32年から菊池政二さん(故人)が、「用弁者」
となって自らの漁船を使い、職員たちの陸との行き
来や灯標の点検、過酷な島での暮らしを支えた。
・海保⾧官自ら大間に出向いて視察が行われ、昭和
59年には感謝状が授与された。

・菊池政二さんの孫にあたる菊池武一さん(兄・写
真左)、正義さん(弟・2024年初競り一番マグロ漁
師)はともにマグロ漁師。
・兄は政二さんを手伝った経験あり、弟は灯台や弁
天島に親しんで育った。マグロの漁期をうまく避け
れば、協力が得られる。

・大間埼灯台が初任地となって昭和57年4月～61年
3月まで勤務した海保OBの中川隆司さんが、むつ市
在住だった。
・菊池政二さん、孫の武一さんのことも覚えていた。
・点灯100周年の横断幕を自宅に飾るほどの灯台愛。

・4クルーズ17名参加(千葉3、県内5、むつ・大間9、
報道3)：灯台マニア、むつ市のホテルで紹介された
方、漁船に乗ってみたい
・手軽に参加できる特別体験として、満足度高い。
・波がかかることがあったが、むしろお客さんたち
は喜んでいた。

・大正10年の初点灯から平成11年まで働き続けて
いた第四等水銀槽回転式フレネルレンズが、大間町
の北通り総合文化センターに展示されている。
・遠方の資料館に行ってしまうはずのレンズを、大
間に残すよう働きかけた海保OBの熱意のドラマが
あった。

・大間崎の来訪者は、まずはマグロを食べたい。
灯台のイメージが薄い。
→灯台(弁天島)切り口のフードやグッズは、難易
度が高い。
・大間崎で予定している滞在時間が短い。
→ターゲットの検討が必要

灯台を支えた町民の存在 大間埼灯台経験者がむつ市在住 大正時代のフレネルレンズ

弁天島愛が溢れるマグロ漁師 漁船クルーズは可能性あり 灯台ではなく、まずマグロ
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４.調査検証の成果



本州最北端リブランディング事業

【集客】当日、大間崎で受付→通りすがり客はつかまえづらい、午後は
ほぼ集客できず(日帰り客の帰りコースのため)
【内容】1時間のプログラム(大間崎から漁港までガイドしながら徒歩10～
15分＋30分クルーズ)→徒歩が厳しい、1時間は⾧い
・1人2000円(ガイド付)、定員(7名)→収益が上がらない
・出航可否の判断は、当日でないと厳しい
・大間崎からもクルーズ中だとわかる装飾が必要
・弁天島への上陸ニーズに応じられるか

【集客】宿泊施設などとの連携し、事前申込にする。当日、運航中か
どうかがわかる立て看板、ネット広報
【内容】漁船乗り場に集合解散で、40分くらいのプログラム(簡易ガイ
ド、定員を増やすかを検討）
・スプラッシュを楽しませるエンタメ化（白黒カッパ着用、船⾧アナ
ウンス）
・マニア向け灯台ディープツアーの開発：海保OBの中川さんガイドで
弁天島に上陸、尻屋埼との連携
・最低でも2隻体制を目ざす

・実施時期：9月15日→マグロ漁最盛期前のギリギリの実施だったが、周
知期間が短すぎた
・スタッフ不足、大間崎の事業者がスタッフになるのは厳しい
・強風の中の実施→雨天、悪天候対策が必要
・会場にフェス感が不足していた
・観光客向けか、町民向けかがはっきりしなかった

大間崎での新たな集客イベント（観光客向け）として、行政予算で実
施するやいなや、令和7年度の大間崎活性化協議会で検討してもらう。

収益化をはかるためのコンテンツの磨き上げ弁天島漁船クルーズ(灯台ウォッチングクルーズ)の
効果的な集客と運営体制を確立する

課
題

施
策

行政予算でのイベント実施の可能性を探る大間崎での灯台イベント(突端フェス)の
実施方法、運営体制の見直しが必要

課
題

施
策

【開発アイテム】灯台サイダー(津軽海峡の塩入り)、灯台缶バッジ、白黒
タオル→ビジネスとして成立する収益力のある商品が、開発できなかった
・「本州最北端」「マグロ」を期待して大間崎に来訪するお客に、「灯
台」切り口は刺さりずらかった
・既存メニューが人気のため、わざわざ灯台メニューを作る必要がない

・「灯台」切り口の独自商品は開発せず、「燈の守り人」とのコラボ
商品の開発を検討。アニメキャラクターや声優の起用の話題性との相
乗効果を狙う。
・灯台クルーズ体験との抱き合わせで購入したくなる記念品、グッズ、
おみやげ品として企画、開発する。

「燈の守り人」キャラクターの活用
クルーズ体験とのセット販売品の可能性を探る

課
題

施
策

５.調査検証によってあきらかになった課題とその解決のための施策案
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灯台(弁天島)切り口のグッズ開発のハードルは高い
灯台フードメニューの需要が薄い
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8/22：RAB青森放送ラジオ「ふるさとスクエア」
9/9：RAB青森放送「ニュースレーダーwith」
9/15：NHK青森ニュース→東北ニュースとして放送
9/21：東奥日報→Yahooニュースほか4ネット転載
10/14：東奥日報「記者コラム」
11/6：ATV青森テレビ「海と日本プロジェクトin青森県」
12/1：J-power広報誌「にゅーぽけっと12月号」

のべ7媒体＋ネット転載合計90

6.メディア露出
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調査検証をふまえた
今後の展開案
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本州最北端リブランディング事業今後の展開案 １．コンテンツ（何に取り組むか）

事業背景1

ポテンシャル

海域を知り尽くしたベテラン漁師の漁船でしか体験で
きない灯台クルージングは、特別感が強く、新たな観
光体験コンテンツとして集客力が見込める。

私たちが取り組む理由とねらい

離島にある大間埼灯台の利活用は、今まで誰もなしえなかった。「船でし
か行けない」というハンディを逆手に取って、「船だからめちゃくちゃお
もしろい」新たな体験コンテンツを創り出す。

事業名
日本一おもしろい
灯台クルージングの開発と収益化

潮流が激しく暗礁が点在する海域をクルーズして
海に生きる漁師の目線で灯台を味わう
漁船ならではリアルクルーズのエンタメ化に挑戦。
話題づくりのために、メディア向けのファムツ
アーを実施。物販によって収益性を高めるため、
オリジナルのお守りや乗船記念グッズも開発。

事業背景2

事業概要

灯台クルージングが事業化できれば、ベテラン漁師や
遊漁船事業者に新たな副収入がもたらされる可能性が
ある。

灯台をテーマとしたクルージングの成功例が少ない中、
地理的なハンディのある灯台の新たな利活用モデルの先
駆けとして、話題性が見込める。

クルーズ事業は、大間崎の既存事業者とのバッティングを避けることがで
きる新しい切り口のビジネスとなる。既存事業者と共存、連携をはかって
いく。

企画・宣伝事業者と漁船運航事業者がコンソーシアムを組んで、灯台ク
ルーズを収益ビジネスとして成立する持続可能な体験商品に磨き上げ、灯
台の価値を広く発信する。
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リアルスプラッシュをエンタメ化

暗礁や複雑な潮流を、間近で体験できる メディア向けのファムツアーを実施

乗船記念グッズやお守りの開発



本州最北端リブランディング事業今後の展開案 ２．実施体制（誰が取り組むか）

熱源となる人たち
（核となる主体者）

熱源を支える人たち
（その他の主体者）

協力者

事業名：日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化

Yプロジェクト㈱

「弁天島参拝クルーズの開発と収益事業化検証」を
行った。検証に基づき、集客力のある体験型商品の
開発と収益化に挑む。

春漁丸

クルーズ漁船の運航者として、検証事業に関わった。
Yプロジェクト㈱と二人三脚で、灯台クルーズの磨
き上げを行う。

中川隆司さん（海保OB）

灯台勤務経験者としての情報提供、ガイドなど

菊池武一さん・正義さん（漁師）

漁業者としての情報提供など

釣り船・青龍丸

クルーズ船運航に関わる技術的なアドバイス、運営
のサポート、新規事業者の開拓を行う。

(一社)海と大間の未来つくり隊

行政や観光協会、漁協、大間崎の事業者などとの調
整役となる。

近隣の宿泊施設

チラシなどの設置、参加予約の取次など
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サコダデザイン㈱

灯台クルーズをプロモーションする際のツール作成
などコミュニケーションデザインを担う。



本州最北端リブランディング事業今後の展開案 ４．自走のイメージ
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事業名：日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化

中心となる事業者自走化の方法分類本事業が
目指す型

民間事業者

灯台および付属施設等をホテルなどに利活用する、
または
灯台および周辺地域の魅力をコンテンツとして利活用することで、
ビジネスとしての収益化を達成し、自走する。

Ⅰ ビジネス型✓

非営利任意団体、
NPO等

灯台及び周辺施設等を活用し、
イベント開催や観光ガイド等を組織しながら、主として、
収支均衡となるような小規模の地域活性化事業を行い、
非営利団体として、自走する。

Ⅱ 非営利
収支均衡型

自治体

自治体が主体となり、
新たに地域課題や観光資源の一つとして
灯台及び周辺施設等を位置づけることにより、
自治体の予算やリソースが投入され、自走する。

Ⅲ 自治体
補助金型

イベント事業者、
放送局

灯台に係るイベントを開催することで、
灯台を含むエリアの新たな価値と集客・ＰＲ効果を創造し、
地元自治体や地域企業からの協賛金や、出店料、
参加者から入場料などの
イベント収益によって、自走する。

Ⅳ お祭り協賛型

新たな灯台利活用モデル事業が定義する「自走化４分類」のうち、本事業は以下を目指します



調査検証資料
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本州最北端リブランディング事業資料編：灯台クルージングガイド用ツール（抜粋）

※全ページは、別添参照
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本州最北端リブランディング事業灯台グッズ試作品
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＜しろくろ灯台サイダー＞ ＜しろくろ灯台缶バッジ＞ ＜しろくろタオル＞



本州最北端リブランディング事業灯台クルーズ立て看板：大間崎に設置
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本州最北端リブランディング事業灯台キャンペーンチラシ
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本州最北端リブランディング事業突端フェスチラシ（灯台キャンペーンチラシ裏を兼ねる）
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本州最北端リブランディング事業突端フェスの当日チラシ
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本州最北端リブランディング事業展示用パネル
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